
　

阿
南
市
が
輩
出
し
た
青あ

お

木き

恵け
い

哉さ
い

（
１
８
９

４

－

１
９
６
９
）
は
、
北
条
民
雄
（
１
９
１

４

－

１
９
３
７
）
と
と
も
に
、
日
本
の
ハ
ン

セ
ン
病
史
に
残
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
名
に

触
れ
ず
し
て
沖
繩
ハ
ン
セ
ン
病
史
は
語
れ
な

い
。
青
木
の
沖
繩
で
の
働
き
を
、
彼
の
自
伝

『
選
ば
れ
た
島
』（
１
９
７
２
・
新
教
出
版
社
）

か
ら
、
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
法
律
」
公
布
の
翌
年
の

１
９
０
８
年
頃
、
青
木
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
病

し
た
。「
快
癒
」
を
念
じ
、
三
度
目
の
四
国

遍
路
に
出
た
青
木
だ
っ
た
が
、
病
は
快
方
に

向
か
わ
ず
、
１
９
１
６
年
１
月
、
大
島
療
養

所
に
入
所
し
た
。
園
内
で
、
青
木
は
キ
リ
ス

ト
教
の
信
仰
を
得
、病
友
た
ち
へ
の
感
化
（
宣

教
）
に
勤
し
ん
だ
。
こ
れ
ら
一
連
の
経
験
が
、

沖
繩
で
の
青
木
の
働
き
を
可
能
に
し
た
。
そ

の
後
、
青
木
は
、
父
の
死
去
に
よ
り
帰
省
し

た
そ
の
足
で
熊
本
の
回
春
病
院
へ
赴
い
た
。
日

山
口
県
立
大
学　

社
会
福
祉
学
部
・
教
授　

中
村 

文
哉 

さ
ん

本
聖
公
会
に
属
す
る
回
春
病
院
で
は
、
Ｈ
・

リ
デ
ル
院
長
が
、
毎
年
、
聖
職
者
を
派
遣
し
、

沖
繩
病
者
の
救
済
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
の
営
み
を
切
れ
目
な
く
遂
行
す
べ
く
、

軽
症
で
体
力
が
あ
り
、
し
か
も
信
仰
が
厚
く
、

強
い
感
化
力
の
持
主
で
あ
っ
た
青
木
に
、
リ
デ

ル
は
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
躊
躇
し
た
青
木

だ
が
、
１
９
２
７
年
３
月
２
日
、
荒あ

ら

砥と

琢た
く

哉や

司
祭
を
伴
い
、
那
覇
港
に
降
り
た
。
ま
ず
青

木
た
ち
は
、
九
州
療
養
所
か
ら
退
所
し
た
知

念
八
郎
を
伊
江
島
に
訪
ね
た
後
、
青
木
は
、

荒
砥
司
祭
か
ら
授
洗
し
た
比ひ

嘉が

権か
ん

太た

郎ろ
う
が
居

た
備び

瀬せ

・
後く

し

原ば
る
の
〈
隔
離
所
〉
を
根
拠
地
と

し
た
。〈
隔
離
所
〉
と
は
、
山
中
、
海
岸
べ
り
、

墓
地
等
、
普
段
は
人
が
寄
り
つ
か
な
い
所
に
、

小
屋
掛
け
し
て
病
者
が
生
活
す
る
場
で
あ
る
。

シ
マ
（
本
土
で
い
う
字
）
か
ら
私
宅
療
養
を

禁
じ
ら
れ
た
病
者
た
ち
は
、
シ
マ
が
定
め
た

〈
隔
離
所
〉行
き
と
な
る
。
後
原
の〈
隔
離
所
〉

に
は
、
破
棄
さ
れ
た
棺
板
で
小
屋
掛
け
し

た
病
者
た
ち
の
小
屋
が
数
棟
あ
っ
た
。
青

木
も
、
そ
の
住
人
と
な
り
、
沖
繩
の
ハ
ン
セ

ン
病
者
の
現
実
の
中
に
、身
を
置
い
た
。〈
隔

離
所
〉
で
の
食
事
等
の
生
活
支
援
は
、
患

家
に
一
任
さ
れ
た
。
患
家
の
経
済
に
問
題
が

生
じ
、
生
活
支
援
が
断
た
れ
た
病
者
は
、

出
身
以
外
の
シ
マ
へ
浮
浪
し
、
物
乞
い
、
糧

を
得
る
過
酷
な
現
実
が
あ
っ
た
。
沖
繩
方

言
で
ハ
ン
セ
ン
病
者
を
「
ク
ン
チ
ャ
ー
（
物

乞
う
者
）」
と
呼
称
す
る
の
は
、
こ
の
こ
と

に
よ
る
。
病
者
の
浮
浪
に
は
足
底
部
の
け

が
へ
の
リ
ス
ク
（
敗
血
症
や
破
傷
風
）
が
あ

り
、
行
路
病
死
へ
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
重
症
化
し
た
病
者
、
高
齢

者
等
の
弱
い
病
者
に
、
物
乞
い
は
困
難
で

あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
沖
繩
本
島

区
に
は
、
弱
い
病
者
た
ち
を
収
容
し
て
生

活
を
保
証
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
構
築

が
、
救
恤
上
、
必
要
で
あ
る
と
、
青
木
は

考
え
た
。

　

青
木
は
、
リ
デ
ル
の
反
対
を
無
視
し
、

現
在
の
愛
楽
園
納
骨
堂
が
位
置
す
る
済
井

出
・
大う

ふ

堂ど
う

原ば
る

の
土
地
を
秘
か
に
購
入
し
た
。

青
木
は
、
後
原
か
ら
名
護
町
屋や

部ぶ

の
〈
隔

離
所
〉
へ
根
拠
地
を
移
し
た
後
、
療
養
所

構
築
に
頓
挫
を
重
ね
る
沖
繩
縣
を
促
す
べ

く
、
大
堂
原
の
土
地
に
病
友
た
ち
を
「
占

拠
」
さ
せ
る
闘
争
を
組
織
し
た
り
、
名
護

署
長
に
土
地
の
件
を
相
談
す
る
等
、
当
時

の
沖
繩
社
会
が
解
決
す
べ
き
課
題
を
背
負

っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
青
木
の
支
持

者
と
な
っ
た
の
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
超

教
派
聖
職
者
に
よ
り
１
９
３
５
年
５
月
に

結
成
さ
れ
た
「
沖
繩
Ｍ
Ｔ
Ｌ
」（M

ission to 
Lepers

）
で
あ
る
。
屋
部
〈
隔
離
所
〉
を
拡

張
し
、
浮
浪
病
者
を
収
容
す
る
Ｍ
Ｔ
Ｌ
の
計

画
が
、
屋
部
に
療
養
所
を
構
築
す
る
旨
の
新

聞
記
事
と
し
て
報
道
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
青
木

の
活
動
を
許
容
し
て
き
た
屋
部
の
シ
マ
人
た

ち
は
、
隔
離
所
を
焼
き
払
っ
た
（
屋
部
焼
討

事
件
）。
青
木
ら
は
羽は

ね

地じ

内
海
に
浮
か
ぶ
風

葬
の
島
ジ
ャ
ル
マ
へ
退
避
し
、
苦
境
を
迎
え

た
。
そ
の
間
、
Ｍ
Ｔ
Ｌ
は
本
土
で
沖
繩
病
者

救
済
の
募
金
行
脚
を
行
い
、
三
井
報
恩
会
の

支
援
を
得
、
１
９
３
７
年
５
月
11
日
、
青
木

の
願
い
は
、
自
身
が
購
入
し
た
土
地
に
、
愛

楽
園
の
前
身
で
あ
る「
沖
繩
Ｍ
Ｔ
Ｌ
相
談
所
」

の
落
成
と
し
て
、
成
就
し
た
。

　

青
木
は
、
現
愛
楽
園
の
礎
を
築
き
つ
つ
、

山や
ん

原ば
る

の
地
に
点
在
し
た
孤
独
な
病
友
た
ち
を

屋
部
に
集
め
て
修
養
会
を
行
い
、
そ
の
精
神

的
支
柱
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
シ
マ
社
会
か

ら
排
除
さ
れ
た
病
者
の
孤
立
の
点
を
、
過
酷

な
道
な
き
途
を
歩
む
青
木
の
足
が
、
線
で
つ

な
ぎ
、
シ
マ
社
会
の
外
部
に
〈
も
う
一
つ
の

シ
マ
社
会
〉
を
形
成
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
営
み
は
、青
木
の
四
国
遍
路
の
経
験
が
、

沖
縄
の
地
で
生
か
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
希

望
や
生
活
秩
序
を
喪
失
し
た
当
時
の
病
者
、

重
篤
な
病
友
の
傍
ら
に
身
を
置
き
続
け
た
青

木
の
営
為
に
は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
私
た

ち
が
生
き
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
照
ら
し
出
す
普
遍
的
な
意
味
が
あ
る
。

青
木
恵
哉
の
沖
縄
ハ
ン
セ
ン
病
者
救
済
活
動
と
療
養
所
の
問
題

－

沖
縄
と
徳
島
を
結
ぶ
も
の

－

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
�

問
い
合
わ
せ
は
　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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